


















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊ 数学と脳、画像処理、統計、日本の数理科学と脳 
 
アメリカ数学会の Notices 2007年 4月号 (Vol.54, No.4）の表紙は人間が計算をしている時の「大脳皮質」
の活動を表す画像となっています。 
アメリカ数学会（AMS）、アメリカ統計学会（American Statistical Association）、Mathematical Association of 

America（MAA）、アメリカ応用数学会（Society for Industrial and Applied Mathematics, SIAM）の 4学会は、
2007年Mathematics Awareness Monthの themeとして“数学と脳”（“Mathematics and the Brain”）を共同して選
びました。 

AMSは、この事を全会員に、端的に知って貰う為に、4月号の表紙として「計算する脳」の画像を載せた
ものと思われます。そして、この Noticesの本文中にこの themeについて複数の解説記事を載せていますが、
以下にその一つ（Mathematics Awareness Month announcement）を紹介します。 

 
 

 
現代科学における最も excitingな challengesの一つは、「人間の脳のメカニズムと諸機能」とを完全に理
解することである。 
脳の最小要素から脳全体までのメカニズムを明かにし、その機能を理解しようとするこの研究について、

数学は決定的役割を果たしている。 
数学的モデルは神経細胞の理解、神経細胞間の相互作用とその機能（function）の理解に、常に中心的な役
割を果たしつづけてきた。 

1963年のノーベル賞は、A.L.Hodģkinと A.Huxleyの二人に対して、興奮性細胞の電気的特性を近似する微
分方程式を使った「数学 model」に対して与えられました。 
彼らの独創的な modelは、イカの巨大軸索における活動電位の発生と伝導（propagation）の基礎となって
いるイオン活動メカニズムを記述するものであり、１個のニューロンにおける脳活動の、その後の多くの研

究発展を導くものであった。 
モデルと computer simulationは、1個の細胞、細胞集団から、相互作用をしている大きな細胞集団 network
までの多くの段階において、如何に脳が機能しているかを理解しようとする実験を、補完してきた。 
理論 modelsと computer simulationは、modelsから導かれた実験と相俟って、大脳皮質の情報循環と、この
循環が発達し、自己組織化していく rule、又皮質の computer型機能等をしばしば解明してきました。 

Networksの dynamicsにおける研究は、脳のような, 巨大、非均質な networkにおいて、如何に広範な同
期 patternsが起こるかを、分子 levelと network levelとにおいて理解するのに役立っている。通常は個別の 
behaviorを産み出している細胞 network間の、このような rhythmic activityの広範な pattern同調は、例えば、
てんかん型疾病とかパーキンソン病の解明に役立つかもしれません。 

 
画像処理は、脳の活動とその形について情報を集める非侵襲的方法を供給するもので、機能を推察する情

報を作り与えるものである。画像処理の技術は数学と computation toolに深く依存をしている。各画像処理法
はそれぞれ違った数学処理を用いるけれども、各処理は組み合わされ、生データを、集約された意味ある像

に、まとめなくてはならない。多くの新しい画像処理が脳の諸性質を調べるのに使われている。例えば

diffusion tensor MRI（磁気共鳴装置）は脳の白質の構造を解析するのに用いられている。 
Diffusion MRIのような画像処理は生物の繊維の微小構造を非侵襲的に調べる方法を提供し、脳の種々の機
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能領域の間の解剖学的関係をより良く理解することを可能にする。そしてこの事は研究者が脳の異なる領域

間の地図を描き、関連性を秤量化する事を可能にしている。 
一方画像処理それ自体は数学的又 computation的な challengesを引き起こしている。典型的な fMRI
（functional MRI）を使った実験では、1時間に 1 Gigabyte又はそれ以上の Dataを集めることが出来て、大容
量のデータを解析する新しい統計技術を必要とする。 
複雑な大きな容量の Dataを処理するには、新しい解析手法が要求されており、又その一方で Dataは新し
い数学モデルを必要としている。 

 
数学は脳のいろいろな領域の下部の構造と機能を解明し、これ等の構造の間の相互作用のモデルを作り、

解析し理解する場において、中心的役割を演じている。 
脳の動的システム系、その network系の根底にある数学 modelの更なる研究と、統計的諸手法、画像処理
を強化する数学的手法は、凡ての frontierの研究を推進し、理解を進めることに役立ち続けるであろう。 
更なる詳細は website：http;//www.mathware.org を見て下さい。 

 
 
さて「日本の数理科学と脳」については 
(1) 「日本バイオインフォマティクス学会」の設立と活動 
(2) 2005年 3月 25日発行の戸田年総、荒木令江編「疾患プロテオミクスの最前線」 
(3) 「文部省タンパク 3000プロジェクト」 
(4) 阪大蛋白研究所での「文部省タンパク 3000プロジェクト」成開の公開（本年 4月 30日阪大イチョウ

祭） 
(5) 3000プロジェクトの成果「蛋白質の立体構造データベース(PDBj)」について 
(6) 脳内蛋白質の異常による下記疾患について最近の世界有名誌に発表された 3つの論文 

(i) アルツハイマー病（Journal of American Academy of Sciences） 
(ii) 自閉症（Journal of Clinical Investigation） 
(iii) Perkinson病 （日本学士院記事） 

(7) ISMSの Bio informatics活動 
(i) SCMJ Honorary Editor, Prof. Arto Salomaaの Plazaでの Survey 
(ii) IAB（International Advisory Board）, P.K.Senの International Plazaでの Survey 
(iii) IAB, Prof. L.M.Ricciardi及び Prof. Shunsuke Satoによる巨大国際会議 Bio Compo 2002及

び 
Bio Compo2005の開催とこの SCMJ Special Issue: Vol.58 No.2 (274p) Vol.64 No.2 (336p) 
(合計 610p)の発行。 

(8)  又 AMSが言及されている Imagingに関しては ISMSは中桐教授及び日本medical Engineering学会
の方々や山縣秀雄氏、神大中桐教授等諸先生の活動 

(9) 以上の項目についての研究集会の Announcement等を次号以降の会報に順次報告する予定です。 
猶 Notices from the ISMS March 2007, May2007に announceされている様に BIO COMPO 2007が本年
9月 24-25 Vretric sur Mare, Italyで行われ、selectされ審査された論文が SCMJ Special Issueとして発
表される予定である。  
 
＊ on-line の論文の掲載順 

  
SCMJ誌に acceptされた論文 full textの on-line上での掲載は次の 2通りでされています。 
① acceptされ校正済の論文の accept順 
② print版の論文順と同じ順序での on-lineの掲載 
この掲載様式は 2007年 5月発行の 65巻 3号とします。 
2007年 7月発行の 66巻 1号以降の on-line掲載様式を次の様にします。 
① accept順の on-line掲載 
② 論文分野(f-1～f-12)別に accept順に掲載する。 
ついては 66 巻 1 号以降の掲載となる論文の著者は、自著の論文の分野を次表の f-1～f-12 から１つ選び、

SCMJ編集部迄 FAX(072-222-7987) 又は e-mail（ed2tr@jams.jp）迄御連絡下さい。 
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f-1. Mathematical logic, Set theory, Lattice theory, Ordered systems, Semi group 
f-2. Algebra, Algebraic geometry, Number theory, Cryptology 
f-3. Topology, Geometry 
f-4. Real analysis, Functional analysis, Complex functions 
f-5. Differential equations, Integral equations, Functional equations, Numerical analysis, Imaging 
f-6. Fluid dynamics, Atmospheric research, Rheology, Computer aided design, Control theory,  

Nanoscience 
f-7. Probability, Statistics, Combinatrics, Data mining, Decision theory, Quality control 
f-8. Game, Finance, Operation reseach, Mathematical economics, Ecology 
f-9. Informatics, Pattern recognition, Computer sciences, Computer simulation 
f-10. Biomathematics, Neuroinformatics, Biosciences, System biology 
f-11. Mathematical education, History of mathematics 
f-12. Over several fields.(Ex. Fixed point theory) 

 
＊ SOBA 使用説明と実験日程 

 

SOBAの利用方法 
SOBAはサーバー不要なインターネット上の TV会議システムです。各自自室の PCからマイクと簡単なカメラさ

えあれば、互いの顔を見ながらの交流が楽しめます。例えカメラがなくとも、論文紹介などが PCの displayに論文
を写して行えます。しかもこの使用料が無料です。約１０個の PC が同時に参加できます。スクリーンがあれば多く
の方が講演を聞いてその会議に参加できます。ぜひ、SOBA に登録して試して見てください。協会もこの欄の終わ
りに書いています日時で test しますのでぜひ繋げてみてご確認ください。 
 

ＳＯＢＡシステムを動かすまでには  

（１）ＳＯＢＡの homepage  http://city.soba-project.com/ にアクセスし、前もって、ユーザ登録を行う。
やり方など、詳しくは次のページに書いてあります。あらましを書くと、 

ＳＯＢＡより、登録された旨、メールがある。 
      限定セッションを作成しますので、登録されたログイン名を ISMS までお知らせください。 

画像やマイクが必須ということではありません。 
（２）このシステムの用途は(A)研究グループの研究集会に近くの siteから（又は自分のパソコンから）参加

して頂く、(B)委員会などの会議に、近くの siteから（又は自分のパソコンから）参加して頂く、の 2
つです。 

 

 

差し当たり本年度の理事会、総会が 

8 月 8日（水）13:30～        理事会 

         〃       15:00～        総会    

 

の日程で行われます。会員の方々、理事の方々の交通費や宿泊費が全くいらない、又交通時間もかからない

このシステムを利用して多数御参加頂きたいと考えます。 

参加の方々、又研究集会にこのシステムを利用したいとお考えの方は、下の表に従いシステムの実施テスト

を致しますのでこの機会を御利用頂ければ良いと考えます。各テストへの御申込みは６月８日までに、登録

されたログイン名を pgp7j@jams.jp 迄ご連絡下さい。 

日程 時間 

第一回テスト 

第二回テスト 

14:30 より 16:00 まで 

 

インターネット等を用いるのが苦手な方もおられるかもしれませんが、やってみるとそれほどでもないのを 

実感していただけると良いかと思います。これからは大学など教育機関の一部はこの方向に進んでいくと思

われます。そのためにも慣れておくのも将来無駄にはならないと思います。その一例として、ここでの SOBA 

をご利用下さい。 

 

http://city.soba-project.com/


 
 
左の図は SOBA の最初に出てくる図で
す。ユーザ登録する画面です。ユーザ登

録と書いてあるところを click すると、
ただ質問に答えるだけでほぼ間違いな

く、登録されます。登録すると、電子メ

ールでその旨連絡があります。｢ログイン

名｣はその言葉とその名前を覚えておい

て下さい。なお、この「ログイン名」を

IDと呼ぶときがあります。 
 

 
ユーザ登録をすると、SOBAを down load する必要がありますが、ほぼ一本道で、SOBAがインストール
できます。また、ある会議に参加するときは、その参加者も同じように登録および SOBAをインストールし
ておいて下さい。その人たちは「アドレス帳」に載ります。また、特定の会議に参加したいときは主催者に

自分の｢ログイン名｣を知らせておく必要があります。「キーワード」で「ログイン名」を入れると｢アドレ

ス帳｣から呼び出さます。今後参加者は登録し SOBAをインストールされたもとして話を進めます。 
 

 
 
「セッション作成」を clickする。 
公開された会議のどこかに入りたいとき

は、「セッション一覧」を clickして入る
ところを探す。自分が議長となって行う

とき、「限定セッション」の場合、招待

されるので入っていいときはその旨返事

をする。それは「受信メッセージ」に載

っているので、この画面から clickして対
応する。画面が変わって許諾を聞いてく

るので、 

 
すでにこの会議に登録している人であれば、諾とする。 
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「セッション名」に自分の行う会議名を

記入し、その下の「トピック」欄にはそ

の目的等を書き入れて置くと後になっ

て、ためになる場合がある。その後「セ

ッション設定を選択｣を click する。「セ
ッション設定」の画面になり登録したも

のから選ぶか新規作成かを聞いてくるの

で適当な方を clickする。すると、「セッ
ション設定作成」の 
画面となり、必要なら「メンバーをアド

レス帳から追加」を clickし 
て、「キーワード」を入れると「アドレ

ス帳」から追加される。 

 
「キーワード」とは出席予定者の「ログイン名」かそれを文字に含む単語であり、それを入力する。すると、
次の面に「セッション設定名」等が出てくるので、それを click して「設定製作者」を参考にして｛選択｝
を clickする。すると、自動的に「選択項目」に選択したものが入る。そこで、「セッション設定」を click
して「戻る」を click する。戻ると、「セッション設定」にその名称が自動的に入っている。次は「セッシ
ョン作成」を clickする。 
 

 

 

この面が現れるには少し時間

がかかりますが、程なくこの

面が現れます。左上に自分を

写すカメラのスイッチと音声

を入れるスイッチがあり、そ

れを入れると、カメラのある

人はそのすぐ右に自分の像が

写ります。また、この会議に

参加している人の像がその隣

に出てきます。 

 
会議に参加する人が多ければその人の像も出ますが、10人を超すと像がでるかどうか難しいと思います。マ
イクでの音声は同調するかも知れません。マイクの選択を考えて凌いでください。右の白い欄は「チャット」

の欄で互いの文字による連絡です。入力のやり方は右下の欄に文字を入力して enterキイを押すと「チャッ
ト」の欄に入ります。 
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「アプリ共有」を clickすると、
「アプリケーション選択」とい

う画面が出る。 
この画面の上に例えば議論する

文章などを写したいとする。そ

こで、その文章を最小の形にし

て画面の下に出しておく。「ア

プリケーション選択」の画面 
を clickすると、この画面は次の
ようになる。 

 
  

 
上の面に最初左にある<
操作占有>の表示が出る。
他人に操作権を渡すとき

はここを click して操作
する。 
また、「共有設定ダイア

ログ」が出て自分が表示

したいタイトルを click
して、例えば、「画面の

みを共有」を click する
と、「OK」「適用」など
が 

 
押せる状態となる。もしそのようにならなければ、「適用」を click して再び繰り返すと、｢状態｣の欄に完
全という文字が現れる。そこで「OK」を押し、最小の形で画面出ているのを clickすることによって文章が
見えている。ただし、手元にある画面が他の人にも同じ範囲が写っているかどうか不明である。 
  なお、注意として「公開セッション」のときは、文字どおり不特定の方が入ってきて発言等を行う場合

があるので注意してください。また、研究の場合にそぐわない面も出てくる可能性があります。例えば、

priorityなどの問題が生じる可能性があります。注意してください。 
 
＊ 推薦された役員候補投票結果 

２００７年２月２０日理事の推薦を締め切り推薦された次の方々の信任投票を４月３０日締め切りで行っ

た結果全員信任されました。担当および氏名は次の通りです。 

編集・出版 SCMJ 佐藤俊輔 

                     14



                     15

Notices 

Comfort,W.W.(U.S.A.) 
Denecke,K.(Germany) 
Kutateledze,S.S.(Russia) 
Rus,I.A.(Romania) 
Przeworska-Rolewicz,D. 
(Poland) 

IVMS 
Szajowski,K.(Poland) 
長田潤一 
中西シズ 

研究集会 

協賛国際研究集会 

高橋渉 
Favini,A.(Italy) 
Preuss,G.(Germany) 
Ricciardi,L.M.(Italy) 

協会事業運営 正会員 Arhangel’skii,A.V.(Russia) 

功刀賞 Conway,J.B.(U.S.A.) 

北川賞 Salomaa,A.(Finland) 
Sen,P.K.(U.S.A.) 学会賞選考委員 

JAMS賞、ISMS賞(*) 
Shimizu賞 

Conway, J.B., Salomaa,A. 
Sen,P.K. 

(*)は年齢制限のない新設の賞です。 
 
＊ Bylaws 2007 July (draft) 
 
協会の経営状態の改善の為新しい会則 Bylaws 2007(July)の案を提案し、之に基づいて可否投票をお願いし
たいと思います。新しい内容は会報と同時にお届けする Notices from the ISMS May 2007の記事を御覧下
さい。 
 
＊ 機関会員募集 
 
  個人会員の特典 
（１） onlineで SCMJを見ることができます。 
（２） 論文の掲載時に page chargeが随分と安くなる。 
（３） Net を用いて国際研究集会を催す時、アナウンス、アブストラクトの作成などお助けいたします。

6,000円を支払うと、hard-copyの SCMJが一年を通じて手に入ります。 
（４） 10年間個人会員を続けると、国内会員は 70,000円、外国会員は US$600、途上会員は US$500を

支払うと生涯会員となります。 
  機関会員の特典 
（１） 本屋より SCMJを購入すると、print 版 45,000円であるが、機関会員になると、同額 33,000円で

online版も見ることができます。 
（２） 会員でない 2名の方を準会員として登録することができます。これにより、page chargeが会員と

同じ扱いになります。 
（３） 上の準会員 2名は onlineで SCMJを見る事ができる。 
（４） Netを用いて国際研究集会を催す時、アナウンス、アブストラクトの作成などお助けいたします。 
大学、研究所等が協会から SCMJ誌の直接購入すると、今年から onlineも無料で見ることができるようになりました。
また、2006 年より発効の機関会員制度により各機関会員に所属の研究者 2 名を会費無料で準会員として登録して
すると、準会員が SCMJに accept された論文を掲載するときの page charge（別刷代金）は会員と同額とすることに
しました。 
 この新しい制度の機関会員のP.R.を、日本国内外（BRICS諸国など）400大学に向けて、2006年 1月から始めて
います。同時に今迄の SCMJ投稿者で会員でない方、また、個人会員および（機関会員の）準会員加入の P.R.も始
めています。 
両者の P.R.について会員の御支援（P.R先大学の教員の方の名前ご連絡頂く）を御願いする次第です。 
 
雑誌 Scienticae Mathematicae Japonicae の安定的な発行のため、下のような文案を配布することにしま
した。どうか各会員は近くの方に声をお掛けしていただくと助かります。 
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新しい世紀での数理科学の創設を考える会―ISMS 

設立の趣意書 
国際数理科学協会“機関会員１００会員”を目指して 

 
来る 2008年は、（故）清水辰次郎先生が私財を投じられて、現在の雑誌 Scientiae Mathematicae Japonicae
の礎となる雑誌 Mathematica Japonica を創刊されてから、60 年目すなわち還暦に当たります。清水先生
がこの雑誌の刊行を企画されたのは、当時数学の研究を発表する専門の雑誌が日本には Tohoku 
Mathematical Journal 以外に全くなく、また当時のわが国では伝統的に純粋数学の研究が圧倒的であり、
広く諸科学との接点を求める応用数理の研究者は、全くの少数でありました。また、この方面の研究者を育

てようにもその成果を公表する雑誌はありませんでした。この打開の一つが純粋数学のみならず応用数理ま

でをカバーした、数理科学各分野の振興を目的とした専門誌Mathematica Japonicaの発行でした。 
それから 60年、最近には雑誌名を Scientiae Mathematicae Japonicaに換え、世界の数理科学誌として不
動の地位を占める評価を得、わが国の数理科学を志向する研究者の数や層も増加の一途を辿っています。ま

た、この間 Mathematica Japonicaを編集し発行する機関として日本数理科学協会が設立されました。 
しかし、他方日本数理科学協会は会員の 1/4 は海外会員 3/4 が国内会員であり、会の雑誌 Scientiae 
Mathematicae Japonicaの編集陣は海外 19ヶ国の distinguished Professor 43名を擁する国際的な学会で
すが、加えて、研究集会事業もご存知のとおり ITによる distance symposiumが実行できるようになり、
研究の国際的発展が一段と進められるようになっています。この様な事情を踏まえて会員の総意に基づき協

会は会名を 2005年 7月１日付けで国際数理科学協会(International Society for Mathematical Sciences)と
改め会員の研究の一層の国際化を図り今回に到っております。 
国内においては、わが協会を取り巻く環境の変化、すなわち国公立大学の法人化は当初大阪近隣の支持大学

と編集委員会を中心に運営されてきたこの協会に対して大きな変革を迫ってきています。今までのように、

特定の地域や大学に支えられた協会ではなく、広く全国の組織の会員から支えられる協会を目指す必要があ

ります。そこで、会員の方が属する大学がぜひ機関会員に入っていただき会員相互間の一層の結びつきを強

固なものにしたいと考えております。これにより、広く全国組織による財務が運営され、出版の安定、研究

活動の一層の活浄化、推進がはかられると思います。また、数理科学の広がりに対して対応しうる雑誌の安

定的にしかも迅速な供給が可能となり会員の皆様方の要望に応える事が出来るものと思います。機関会員と

して登録いただけますと、雑誌の受取りは勿論のこと online版も見る事が出来、更に会員でない２名の方が
会費を納めることなく正会員とほぼ同じ権利でもって、種々の特典を受けることが出来ます。どうか、この

機会に、機関会員に貴大学が入会される様お勧めいたします。 
下は機関会員の申込用紙です。必要なら御使用下さい。 
*Application for Academic and Institutional Member of ISMS 

Subscription of SCMJ 
 

□Print ＋ Online 
(¥33,000,  US$300) 

University (Institution)  
 

Department 
 
 

Postal Address where SCMJ 

should be sent. 

 

E-mail address 
 
 

Person in charge 
Name: 
Signature: 
 

Payment 
Check one of the two. □Bank transfer        □Credit Card (Visa, Master) 

1.  

Name of 
Associate Members 2.  
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 ＊  交換誌のお知らせ 
 
会員の属する大学等で、最近数学関係の雑誌は大学の法人化などで手に入れるのが経済的に困難なところもある

のではないでしょうか。ここ協会には諸外国より、有名な雑誌が送られてきています。例えば、次の様な雑誌です。 
(1)  Acta Scientiarum Mathematicarum 
(2)  Annali scuola normale superiore－pisa－classe di scienze   
(3)  Annals de L'Institut Fourier 
(4)  Annals of Mathematics 
(5)  Bollettino Unione Mathematica Italiana （sezione A , B ） 
(6)  Bulletin of the Australian Mathematical Society 
(7) Canadian Jounal of Mathematics  
(8) Colloquium Mathematicum  
(9) Communications on pure and Applied Mathematics 
(10) Indiana University Mathematics Journal 
(11) Jounal of the London Mathematical Society 
(12) Memoirs of the American Mathematical Society 
(13) Monatshefte fur  Mathematik 
(14) Portugaliae Mathematica 
(15) Proceedings of the Japan Academy （series A , B) 
(16) Quarterly of Applied mathematics 
(17) Revista Mathematica Iberoamericana 
(18) Revue Roumaine de Mathematiques Pures et Appliquee 
(19) Serdica Mathematical Journal 
(20) Tohoku Mathematical Jounal 東北数学雑誌 
 
その他、日本で発行の著名な雑誌もあります。もし、先生の教室でこれらの一部の雑誌を手に入れる事が出来るなら、

手に入れたいと言うところが有りましたら、協会に御連絡下さいますようお願い致します。メールアドレスは 
pbls5@jams.jp です。 
 
＊ お知らせ及び依頼 
 
(1)大学の教員の採用は、最近は公募が主流となってきているようです。この会報は 2ヶ月に一度出しておりますので、
会員所属の大学等で公募する際は、協会の方に原稿をメール等(scm4j@jams.jp)でお送り願えたら、一番近い
号に載せて、会員の方々にお知らせし協力したいと思います。 

(2)シンポジューム、研究集会等予定が決まりましたらお知らせ下さい。会報を用いて案内等したいと思います。協会
の方にご連絡下さい。 

(3)外国との遠隔集会開催などについては、阪大中之島センターのTV会議システムが便利です。協会に連絡を頂け
れば利用料金を負担致します。従来に比べて使い勝手も良くなり新しいサービスの導入も予定されているようです。

（http://www.onc.osaka-u.ac.jpをご参照下さい）。一方大がかりな遠隔会議システムが必要でないという点では、
SOBAを用いた国内での遠隔会議も考えられます。使用説明は会報No.46にあります。国内での利用は無料です。
遠隔会議、集会のためには、使い慣れておくということも大事です。SOBAの使用実験のアナウンスなども致します
ので、お気軽にご参加下さい。 

(4)会報、Noticesが今まで以上に充実します。昨年から会報、Noticesをともに年６回発行しています。特に Notices
では、著名な外国人による種々の数学に関する寄稿があります。ご一読下さい。近くの方への会員勧誘にも利用

して下さい。 
 
 
 
 
＊ 新会員入会申込用紙 
 
日本語が出来る方の入会の申込用紙が下のように変更になります。また、英語版も書いて頂くことになりま

す。近く net上で申し込み可能となるようにしますので、入会しようとする方はそれをご利用下さい。 
 

mailto:pbls5@jams.jp
http://www.onc.osaka-u.ac.jp/
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正会員入会申込書 

氏名 
 

英語名 
 

 
次の２つのうち会報等を送付先とする方に○を付けてお書き下さい。 
 

所属先 
住所 

〒 

住所 〒 

専門分野 
下のものより選んで○で囲って下さい。 

e-1, e-2, e-3, e-4, e-5, e-6, e-7, e-8, e-9, e-10, e-11, e-12 

電話番号 E-mail 
address 

 

 
Fax番号 

 

会員区分 
該当部分にチェック □A1一般 1年 □ A3一般 3年  □ S-A1高齢者又は学生 1年 

□  S-A3高齢者又は学生 3年  □ 生涯会員 

所属先の 
施設 

□ ビデオ会議可能  □ 遠隔会議可能 
  □ コンピューターセンター 

所属先の 
通信システム □  ISDN  □ IP 

所属大学等が 
機関会員 □ 会員である  □ 会員でない 

SCMJのプリント版の購入 
□  希望 1年に付き 

１年会員 6,000円、3年会員 5,500円* □ 希望しない 

高齢会員を申し込

む場合 
生年月日 

学生会員の場合は在学証を添付 

日付  
私は ISMS会員になり、国際数理科学協会に送り状に記載された年会費を
払います。 ISMS 会員として受け取った Scientiae Mathematicae 
Japonicae のコピーは個人使用とし、機関、大学または図書館やその他の
組織の中に置かず、閲覧目的で会員購読することもしません。 

署名 
 

*ただし、３年間一括の場合は 15,000円です。 
この申込みの内容は会との連絡以外には使用いたしません。  
 

e-1. Mathematical logic, Set theory, Lattice theory, Ordered systems 
e-2. Algebra, Algebraic geometry, Number theory, Combinatrics, 

Cryptology 
e-3. Topology, Geometry, Imaging 
e-4. Real analysis, Functional analysis, Complex functions 
e-5. Differential equations, Integral equations, Functional equations 
e-6. Fluid dynamics, Rheology, Imaging and other applied analysis, 
Control theory, Numerical analysis, Simulation 
e-7. Probability, Statistics, Data mining, Decision theory, Quality control 
e-8. Game, Finance, Operation research, Mathematical economics, Ecology
e-9. Informatics, Computer sciences 
e-10. Biomathematics, Neuroinformatics, Genome sciences, Nanoscience 
e-11. Mathematical education, History of mathematics 
e-12. Over several fields.(Ex. Fixed point theory, Semi-group) 

 
 
 
 



**Membership categories and their membership dues 
 
Categories Domestic Overseas Developing countries 
1-year member      A1: ¥7,000 F1: US$50 , €40 D1: US$30,   €24 
3-year member      A3: ¥18,000 F3: US$120, €96 D3: US$70,   €56 
1-year students or aged (1S)     SA1: ¥3,500 SF1: US$30, €24 SD1: US$20,  €16 
3-year students or aged (3S)     SA3: ¥9,000  SF3: US$70, €56 SD3: US$50,  €40 
Life member (L)     AL: ¥70,000 FL: US$600, €480 DL: US$500, €400 
Category S is for students and for the aged (older than 70) and Category D is for those who reside 
in the countries of Eastern Europe, CIS or developing countries. The figures 1 and 3 mean one year 
and three years, respectively. 
The members who have been the ISMS members for more than 10 years are eligible for L category. 

 
Application for an individual member of ISMS 

Family Name  First &Middle 
Name 

 

Check one of the following addresses to which “Notices from the ISMS” should be sent. 

Address  of  your 
institution (university) 

□ 

Home address □ 
 

Special fields* e-1   e-2   e-3   e-4   e-5   e-6   e-7   e-8   e-9   e-10   e-11   e-12 

Tel.   E-mail address  

Fax   

Membership category** 
(Circle one) A1, A3, SA1, SA3, F1, F3, SF1, SF3, D1, D3, SD1, SD3, AL, FL, DL 

Check the facilities 
your institution has. 

□ Conference room(s) for video conference  
□ Computer center 

Communication system of your institution □  ISDN  □ IP 

Is your institution (university) an Institutional 
Member of ISMS? □ Yes     □ No 

□ I subscribe to the printed  
version of SCMJ. 

 

□¥6,000 (US$60, €48) per year for those members of A1, SA1, F1, and 
SF1 , D1 and SD1. 
□¥5,500 (US$55. €44) per year for those members of A3, SA3, F3, SF3, 
D3, SD3, AL, FL, and DL. 
□In case A3, SA3, F3, SF3, D3, SD3, AL, FL, or DL members make the 
payment at a time in advance, the price for 3 years is ¥15,000 (US$150, 
€120). 

For the aged member, 
write your birth year. 

 For the student member, student registration 
certificate should be attached. 

Date of Application  
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I wish to enroll as a member of ISMS and will pay to International Society for Mathematical Sciences the 
annual dues upon presentation of an invoice.  Copies of Scientiae Mathematicae Japonicae received as an 
ISMS member will be for my personal use only and shall not be placed in institutional, university or other 
libraries or organizations, nor can membership subscriptions be used for library purposes. 
Signature    

 
 



ISMS  (JAMSの継続) 会員募集 
ISMSの出版物：ISMSは、創刊より約 60年、国際的に高い評価を得ている Mathematica Japonica 
(M.J.)と、その姉妹誌で電子 Journalと Paper誌とを持つ、Scientiae Mathematicae (SCM) とを
発行してきました。両誌は合併して、“21 世紀 MJ/SCM New Series, Scientiae Mathematicae 
Japonicae (SCMJ) ”として、電子版は 2000年 9月より発行してきました。印刷版は、1978年 1
月より、年間 6冊、700～1200頁を出版しています。全体として 230巻を超える、日本で最大量
を誇る数理科学の雑誌です。その特長は、下の 1)～７)です。 
 1) Editorial Boardには、国内だけでなく、海外 15カ国の著名な研究者 40名が参加している。 
 2) 世界の research groupに論文が紹介され、積極的な交流が推進されている。 
 3) Editorを窓口として直接論文を投稿できて、迅速な referee及び出版が得られる。 
 4) 有名な数理科学者の original paperや、研究に役立つ surveyが、毎号載せられている。 
 5) SCMJ は、世界の有名数理科学者による、極めて興味ある expository paper を、毎号

International Plaza欄に掲載している。世界各国の図書館へ、広く配布されている。 
6) 投稿論文は、accept後 (又は組版後) 待ち時間０で発行されます。 
7) Mathematical Review, Zentralblattに from cover to cover で reviewされている。 

ISMS の研究集会：(1)研究仲間がゆっくり時間をかけて発表、討論をする、特色ある参集型研究
集会が毎年行われ、非会員も含む多数の参加者の、活発な研究交流の場となっている。(2)ISMS
には内外の著名な研究者が多数入っておられる。近いうちに内外を結ぶ高い level の研究会が
onlineで行われる事を期待している。（本誌 45号 3p 及び Notices March 2006 9p を
御参照下さい）  

ISMSの学術賞：会員の優れた論文を広く世界に紹介し、更なる研究を奨励するために、ISMS賞、
JAMS賞、Shimizu賞、Kunugui賞、Kitagawa賞を設けている。（詳しくは本誌 45号 2p会則 13
条を御参照下さい） 
＜ISMSの会員の特典＞１．SCMJ電子版の購読 (print outも含む) 無料。２．SCMJ print版の少
額での購読 (下表１)。３．Page chargeの discount (下表２)。 
＜機関購読会員の特典＞1．機関内の 2 名の方を準会員として会費無料で登録することが出来る。
２．準会員は会員と同じ page chargeの discountを受けることが出来る。 
表１ [雑誌購読費] 

 正会員（1年） 正会員（3年） 機関購読会員 定価 

Print ¥ 6,000 
US$ 60, €48 

¥ 5,500* 
US$ 55, €44

¥ 33,000 
US$ 300, €240

¥ 45,000 
US$ 400, €320 

Online Free Free   

On-line+print ¥ 6,000 
US$ 60, €48 

¥ 5,500 
US$ 55, €44

¥ 33,000 
US$ 300, €240

¥ 45,000 
US$ 400, €320 

               *3年会員のみ、雑誌購読費 3年分前払いの場合は￥15,000に
なります。 

著者の方には、SCMJを１冊送料込みで 1,200円または US＄12で購入できます。 
表２ [ページチャージ] 

   Member/Associate 
Member Non Member 

Paper ： P ¥3,850 (US$ 35, €28) ¥ 4,450 (US$ 43, €35) 
Tex ： T ¥ 2,200 (US$ 18, €14) ¥ 2,800 (US$ 26, €21) 
Js ： Js ¥ 1,100 (US$ 8, €7) ¥ 1,700 (US$ 16, €13) 

 表３ [今年の会費] 
Categories 国内会員 海外会員 途上国会員 
単年度 A会員 ¥7,000 US$ 50,  €40 US$ 30 ,  €24 
3年 A会員 ¥18,000 US$ 120,  €96 US$ 70,  €56 
単年度 S会員 ¥3,500 US$ 30,  €24 US$ 20,  €16 
3年 S会員 ¥9,000 US$ 70,  €56 US$ 50,  €40 
生涯会員** ¥70,000 US$ 600, €480 US$ 500, €400 

                     **過去 10年以上、正会員であった方に限る 
但し、A会員は正会員を指し、S会員は、学生会員と高齢会員(70歳以上)を指します。 

 
国際数理科学協会 

International Society for Mathematical Sciences 
〒590-0075 堺市堺区南花田口町 2-1-18 新堺東ビル内 

Tel：(072)222-1850 / Fax：（072）222-7987    URL：http://www.jams.or.jp
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